



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































交 流 方 法  �
大
学
院
生
日
本
語
研
修
A
コ
ー
ス
（
平
成
12
年
度
）
�
日本語国際センター紀要　第12号
－130－
〔注〕
（1）本センターでは「専門日本語研修」と「日本語学習奨励研修」の2タイプの日本語研
修が実施されている。H12年度の実施研修については｢事業報告編｣を参照のこと。
（2）平成12年度は、南アジアコース（5/15～6/23）16名、特定地域コース（ロシア、ベトナ
ム等）（7/17～9/2）28名、中南米コース（7/17～8/25）22名、イタリア・レッチェ大
学コース（10/20～11/18）19名の計4研修、85名の研修参加者を受け入れた。
（3）関西センターの外交官日本語研修あるいは司書日本語研修では、研修生が経験を通し
て現実から学ぶ場として在京大使館実習あるいは図書館実習を研修のカリキュラ
ムに組み込んでいる。詳細については三隅他（印刷中）を参照のこと。
（4）中山（2001）は大学留学生のネットワーク機能の一つに「日本生活での心理的支え」を挙げ
ている。
（5）本センターでは研修参加者の心理面のケアに関わるネットワーク構築について三重大
学加賀美常美代氏を迎え、全スタッフを対象としたワークショップを実施している。
〔参考文献〕
井上孝代（1995）「外国人留学生の適応とメンタルヘルス」山本和郎、原裕視ほか（編）
『臨床・コミュニティ心理学―臨床心理学的地域援助の基礎知識―』pp.244-245
Gehrtz三隅友子、上田和子、羽太園（印刷中）「関西国際センター日本語研修プログラムに
おける実習の役割」『専門日本語教育における実習の役割』国際交流基金関西国
際センター
中山亜紀子（2001）「短期留学生の対人関係に関する一試論｣『大阪大学留学生センター研
究論集　多文化社会と留学生交流』第5号pp.59-72
